
青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

（ｓ＝1：20,000）

小田川第一治山工事　位置図
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施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署　金木支署

平　面　図

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　工種配置図

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　Ｊ1山腹縦断図

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 1:200

製図者

17枚の内3

5.307m
旧山腹崩壊地

雪崩発生位置

BM.1＝55.964m

BM.2＝108.392m

表層雪崩危険区域

全層雪崩危険区域

覆い式ロックネット（他所管）

ポケット式ロックネット

吊りロープアンカー設置区間
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施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　Ｊ2山腹縦断図

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 1:200

製図者
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山腹崩壊頭
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全層雪崩危険区域

覆い式ロックネット（他所管）
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

1号山腹工　雪崩予防柵標準図

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内5

吊柵式スノ―ガ―ド　TH-18

柵高H=1.8m , 幅4.5m
平面図 S=1/20

側面図 S=1/20

1
0
0

正面図 S=1/20

梁材 (STK540-ZH)
101.6φ×4.2-1420

※　 PL-9×260×100梁材取付ボルト
M20×50

PL-9×170×100

ピンボルト
M36×120

※　梁材はZAM鋼管（亜鉛・アルミニウム・マグネシウム合金メッキ）とする。

転倒防止材
[-75×40×5×7-1210

角根丸頭ボルト
M12×35

支柱取付ボルト
M27×50

4PL-9×120×90

組立ボルト
M16×45

8
0

支柱
H-200×100×5.5×8-1794

ワイヤグリップ
F-12

支柱接続金物
PL-6×110×160

PL-6×300×900

ステーロープ
3×7 12φ トヨロック加工

Ｕボルト
M16×60×80

トヨロック加工
（シンブル A-20付）

支持ロープ
3×7 16φ
上：L=2800
下：L=2330

アンカーへ

巻付グリップ(E型)
7×7 18φ用

吊ロープ
7×7 18φ

ジョイント金具(中)
2PL-12t×90×210

アンカー図 S=1/20

PL-19t×300×450ピンボルト M42×150 1N,1W
カラーパイプ 48.6φ×2.3-50

2PL-16t×150×250

4PL-12t×100×100

巻付グリップ(E型)
7×7 18φ用

吊ロープ
7×7 18φ

補強パイプ 42.7φ×2.3

隙間は間詰材にて密封

ケミカルアンカー　φ32×1700
備考：樹脂カプセル　3-35×330

＜岩部用アンカー2本取＞ 

※吊ロープは1本取 

ジョイント金具へ

ジョイント金具へ

・ 設計積雪深　Hs：2.8m

・ 雪の単位体積重量　γs：3.5kN/?

・ 斜面勾配　θ：54度

・ グライド係数　N：3.9

・ 列間隔　L：9.3m以下

・ 吊ロープ発生張力　T：80.9kN
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

2号山腹工　雪崩予防柵標準図

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内6

吊柵式スノ―ガ―ド　TH-21

柵高H=2.1m , 幅4.5m
平面図 S=1/20

側面図 S=1/20

1
0
0

正面図 S=1/20

梁材 (STK540-ZH)
101.6φ×4.2-1420

※　 PL-9×260×100梁材取付ボルト
M20×50

PL-9×170×100

ピンボルト
M36×120

※　梁材はZAM鋼管（亜鉛・アルミニウム・マグネシウム合金メッキ）とする。

転倒防止材
[-75×40×5×7-1210

角根丸頭ボルト
M12×35

支柱取付ボルト
M27×50

4PL-9×120×90

組立ボルト
M16×45

支柱
H-200×100×5.5×8-2094

ワイヤグリップ
F-12

支柱接続金物
PL-6×110×160

PL-6×300×900

ステーロープ
3×7 12φ トヨロック加工

Ｕボルト
M16×60×80

トヨロック加工
（シンブル A-22付）

支持ロープ
3×7 18φ
上：L=2800
下：L=2330

アンカーへ

巻付グリップ(E型)
7×7 18φ用

吊ロープ
7×7 18φ

ジョイント金具(中)
2PL-12t×90×210

アンカー図 S=1/20

PL-19t×300×450ピンボルト M42×150 1N,1W
カラーパイプ 48.6φ×2.3-50

2PL-16t×150×250

4PL-12t×100×100

巻付グリップ(E型)
7×7 18φ用

吊ロープ
7×7 18φ

補強パイプ 42.7φ×2.3

隙間は間詰材にて密封

ケミカルアンカー　φ32×1700
備考：樹脂カプセル　3-35×330

＜岩部用アンカー2本取＞ 

※吊ロープは1本取 

ジョイント金具へ

ジョイント金具へ

90
φ

※自由長は現地に合わせて長さ調整可能

アンカー図 S=1/30

ジョイント金具へ

吊ロープ
7×7 18φ

巻付グリップ(E型)
7×7 18φ用

サドル
3□-100×50×4.5t-591

片端シングルロック加工  

枠式ターンバックル
1・1/2(38φ)×419

エフアールアンカー
7×7 ZA/O 30φ　L=7.5m

スペーサー

グラウト材

＜礫部用アンカー1本取＞ 

1500(自由長)

7500(ア
ン
カー

長
)

・ 設計積雪深　Hs：2.8m

・ 雪の単位体積重量　γs：3.5kN/?

・ 斜面勾配　θ：47度

・ グライド係数　N：3.9

・ 列間隔　L：11.5m以下

・ 吊ロープ発生張力　T：84.9kN
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図-1

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内7
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断　面　図 S=1/30

ワイヤネット※2

ひし形金網※2

支柱

山側ロープ

山側下部ロープ

支柱基部アンカー

山側アンカー

一般構造図

※1 支柱高に対する山側ロープ・サイドロープの設置位置の目安は1:1.5とする．

　  参考値として山側・サイドアンカーまでの距離を(　)内寸法で示す．

※2 ひし形金網はワイヤネットの山側に設置する．

※3 ブロックが1つの場合はブロック端部となる．

SPARC-S
正 面 図

削孔径：φ115

支柱間隔 L(4500) ※1

S=1/50

1.5
1

サイドアンカー

ワイヤネット
中間支柱 端末支柱

サイドロープ

縦外辺ロープ

サイド下部ロープ

ひし形金網※2底辺ロープ

端末支柱
上辺ロープ

形状維持ロープ

ベースプレートE

ブ
ロッ

ク
端
部

ブロ
ッ
ク
接
続
部
 ※

3

ブロ
ッ
ク
端
部

ブ
ロ
ッ
ク
中
間
部

ブロ
ッ
ク
中
間
部

ベースプレートEベースプレートM

平面配置図 S=1/100

支柱間隔 L支柱間隔 L(4500)※1

山側アンカー位置

支柱位置

サイドアンカー位置

主要材料表
No

端末支柱 STK400 φ139.8 t=9.5 L=3400A1a

中間支柱A1b

ベースプレートE SS400 t=12A2a

ベースプレートM SS400 t=12A2b

ワイヤネット FC6×24 φ12A3

ひし形金網 φ2.6 50×50 Z-GS7 H=3300A4a

底辺ロープ FC6×24 φ22×2 ECA5

上辺ロープ FC6×24 φ18×2 ECA6

縦外辺ロープ FC6×24 φ22×2 EEA7

山側ロープ FC6×24 φ22×2 ECA8

山側下部ロープ FC6×24 φ12 TCA9

サイドロープ FC6×24 φ22×2 ECA10

サイド下部ロープ FC6×24 φ18 TCA11

形状維持ロープ FC6×24 φ12 ECA12

B1 支柱基部アンカー SD345 D29

B3

山側アンカー ST1470 7×19 φ16×4B2

サイドアンカー ST1470 7×19 φ16×4

規　格 備　考

端末支柱用

中間支柱用

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

アンカーボルト

ワイヤアンカー

ワイヤアンカー

名　　称

STK400 φ139.8 t=9.5 L=3400

設計条件
フェンス工 柵高 DK=3.0m

設計積雪深 Hs=2.8m・2.9m

積雪の単位体積重量 γs=3.50kN/m3

地表の状態 平滑岩盤

斜面方位 北向き

斜面勾配 θ=43～54°

グライド係数 N=3.9

積雪条件

削孔径φ115 L=3.0mアンカー工
構造形式

山側アンカー

サイドアンカー

削孔径φ65 L=1.0m支柱基部アンカー

削孔径φ115 L=3.0m

(4
50
0)
 ※

1

43～
54°

3
0°

1000

柵
高
:Dk=3000

(4500) ※1支柱間隔 L

柵
高

:
D
k
=
3
0
0
0

3
4
0
0

ブロックNo.1 ブロックNo.2～

(
1
0
0
0
)

(4500)※1



令和 7 年度年　　度

図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内8

組立図(1) S=1/10

名　称No

ワイヤネットA3

ひし形金網A4

底辺ロープA5

上辺ロープA6

縦外辺ロープA7

山側ロープA8

山側下部ロープA9

サイドロープA10

サイド下部ロープA11

形状維持ロープA12

支柱基部アンカーB1

端末支柱A1a

ベースプレートEA2a

ワイヤクリップC1

シャックル 呼び5/8C3a

シャックル 呼び1C3b

SPARC-S ブロック端部

結合コイルC4

※ワイヤネットと上辺ロープを連結するシャックル呼び5/8は，スパン中央および各支柱位置で接続する上辺ロープを入れ替える．

※ワイヤネットと底辺ロープを連結するシャックル呼び5/8は，スパン中央および各支柱位置で接続する底辺ロープを入れ替える．

ロープ組立要領図

支柱基部

※ひし形金網は端末支柱で50cm程度折り返し，結合コイルを設置する．

※上辺・底辺ロープ・縦外辺ロープと接続する結合コイルは，それぞれ2本のロープのうち，どちらか1本のロープに設置すればよい．

※ワイヤネットと縦外辺ロープを連結するシャックル呼び5/8は，支柱中央位置で接続する縦外辺ロープを入れ替える．

※支柱頭部に取り付ける各ワイヤロープは①～⑨の順番で支柱に取り付けること．

　①～④は丸鋼φ50と丸鋼φ50の間に，⑤～⑨は丸鋼φ50と丸鋼φ19の間に取り付ける．

※支柱基部に取り付ける各ワイヤロープは①～⑥の順番で支柱に取り付けること．

　①～⑤はベースプレートに取り付けたシャックル呼び1，⑥はベースプレートに取り付けたシャックル呼び5/8に取り付ける．

拡大部

SPS-H3-TypeC

結合コイル(個)
支柱間隔(m)

5

6

3

4

結合コイル数量表（上辺・底辺ロープ）

上辺ロープ 底辺ロープ

※端末支柱(ひし形金網折り返し部)の結合コイル設置数量は5個とする．

11 11

9 9

7 7

5 5

（B-B断面）

（山側）

（谷側）

（A-A断面）

（山側）

（谷側）

平 面 図

（C-C断面）
（山側）

（谷側）

断 面 図
（谷側） （山側）

支柱頭部

②縦外辺ロープ

③上辺ロープ

⑦山側ロープ

⑨形状維持ロープ

④上辺ロープ

⑤サイドロープ

①縦外辺ロープ

⑥サイドロープ

⑧山側ロープ

②縦外辺ロープ

③底辺ロープ

④底辺ロープ

⑤サイド下部ロープ

⑥山側下部ロープ

①縦外辺ロープ

正 面 図

ブ
ロ
ッ
ク端

部

ブ
ロ
ッ
ク
中
間
部

ブロ
ッ
ク
中
間
部

ブ
ロ
ッ
ク
接
続部

ブ
ロ
ッ
ク端

部

①②縦外辺ロープ

③,④上辺ロープ

⑨形状維持ロープ⑦,⑧山側ロープ

⑤,⑥サイドロープ

⑤サイド下部ロープ
③,④底辺ロープ

①,②縦外辺ロープ

⑨形状維持ロープ

⑦,⑧山側ロープ

①,②縦外辺ロープ

③,④上辺ロープ

⑤,⑥サイドロープ

①,②縦外辺ロープ

⑥山側下部ロープ

③,④底辺ロープ

AA

BB

正 面 図
（谷側より山側を見る）



令和 7 年度年　　度

図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図-3

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内9

組立図(2) S=1/10

CC

SPARC-S ブロック中間部

名　称No

ワイヤネットA3

ひし形金網A4

底辺ロープA5

上辺ロープA6

山側ロープA8

山側下部ロープA9

形状維持ロープA12

支柱基部アンカーB1

中間支柱A1b

ベースプレートMA2b

ワイヤクリップC1

シャックル 呼び5/8C3a

シャックル 呼び1C3b

結合コイルC4

※ワイヤネットと上辺ロープを連結するシャックル呼び5/8は，スパン中央および各支柱位置で接続する上辺ロープを入れ替える．

※ワイヤネットと底辺ロープを連結するシャックル呼び5/8は，スパン中央および各支柱位置で接続する底辺ロープを入れ替える．

支柱基部

※支柱頭部に取り付ける各ワイヤロープは①～⑥の順番で支柱に取り付けること．

　①，②は丸鋼φ50と丸鋼φ50の間に通し，③～⑥は丸鋼φ50と丸鋼φ19の間に取り付ける．

※支柱基部に取り付ける各ワイヤロープは①～③の順番で支柱に取り付けること．

　①，②はベースプレートに取り付けたシャックル呼び1に通し，③はベースプレートに取り付けたシャックル呼び5/8に取り付ける．

拡大部

ロープ組立要領図

SPS-H3-TypeC

※上辺・底辺ロープと接続する結合コイルは，それぞれ2本のロープのうち，どちらか1本のロープに設置すればよい．

正 面 図
（谷側より山側を見る）

AA

BB

AA

BB

（B-B断面）

（山側）

（谷側）

（A-A断面）

（山側）

（谷側）

平 面 図

（C-C断面）

（谷側）

（山側）

断 面 図
（山側）（谷側）

④山側ロープ

⑥形状維持ロープ

①上辺ロープ

⑤形状維持ロープ

支柱頭部

②上辺ロープ

③山側ロープ

①底辺ロープ

②底辺ロープ

③山側下部ロープ

正 面 図

ブ
ロ
ック

端
部

ブロ
ッ
ク
中
間
部

ブ
ロ
ッ
ク
中間

部

ブ
ロ
ッ
ク接

続
部

ブ
ロ
ック

端
部

⑥形状維持ロープ⑤形状維持ロープ

①,②上辺ロープ③,④山側ロープ

①,②上辺ロープ

③,④山側ロープ

⑥形状維持ロープ⑤形状維持ロープ

①,②底辺ロープ ①,②底辺ロープ

③山側下部ロープ
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図-4

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内10

支柱詳細図

材料表(中間支柱1組あたり)
名  称 規  格 単 位 数 量

枚

中間支柱 STK400　φ139.8　t=9.5　L=3400 本

支柱キャップ

1

1SS400 t=9

組全ねじボルト M12 L=180 1

No

A1b-1

A1-2

A1-3

材料表(端末支柱1組あたり)
名  称 規  格 単 位 数 量

枚

端末支柱 STK400　φ139.8　t=9.5　L=3400 本

支柱キャップ

1

1SS400 t=9

組全ねじボルト M12 L=180 1

No

A1a-1

A1-2

A1-3

φ50
丸鋼 SS400

PL t=16

52

B B

A-A

A A

（支柱頭部側） （支柱基部側）

φ50
丸鋼 SS400 PL t=16

52

（支柱頭部側）
（支柱基部側）

A A

φ50

φ50

φ20

φ19
丸鋼 SS400

φ19
丸鋼 SS400

φ16

φ16

φ139.8 t=9.5

B B

A1a 端末支柱 S=1/10

A-A

A1b 中間支柱 S=1/10

B-B

B-B

（山　側）

（谷　側）

（山　側）

（谷　側）

A1-2 支柱キャップ

φ114.3 t=6.0

10PL t=9 50

φ16

45

S=1/10 A1-3 全ねじボルト S=1/5
M12

1種ナット M12

全ねじボルト
M12 L=180

3400

100 150 150 2948

3400

100 150 150 2948

?170

?170

?34

?170
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図-5

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内11

ベースプレート詳細図 S=1/5

材料表(ベースプレートM 1組あたり)
名  称 規  格 単 位 数 量

組

ベースプレートM SS400　500×500　t=12 枚

全ねじボルト

1

1M24　L=270

No

A2b-1

A2-2

材料表(ベースプレートE 1組あたり)
名  称 規  格 単 位 数 量

組

ベースプレートE 枚

全ねじボルト

1

1M24　L=270

No

A2a-1

A2-2

中間支柱・ベースプレートM組立図端末支柱・ベースプレートE組立図

SS400　500×500　t=12

A2a-1 ベースプレートE

鋼管 STK400
φ190.7 t=5.3 L=130

鋼管 STK400
φ190.7 t=5.3 L=130

2-PL t=25

4-PL t=9

（山　側）

（谷　側）

2-φ40

φ30

PL t=16

φ24

φ40

5
0

丸鋼 SS400
φ19

PL t=25

丸鋼 SS400
φ19

PL t=16

PL t=12

2-φ35

A2b-1 ベースプレートM

（山　側）

（谷　側）

鋼管 STK400
φ190.7 t=5.3 L=130

PL t=16

φ24

鋼管 STK400
φ190.7 t=5.3 L=130

2-φ40

φ30

5
0

丸鋼 SS400
φ19

2-PL t=25

4-PL t=9

丸鋼 SS400
φ19

PL t=16

PL t=12

2-φ35

(谷側) (山側)

端末支柱

A2-2 全ねじボルト

1種ナット M24
全ねじボルト
M24 L=270

M24

(谷側) (山側)

中間支柱

50
0

500

125

10
0

19
5

1
4
5

125

1
001
3
0

500

5
0
0



令和 7 年度年　　度

図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図-6

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内12

ネットロープ詳細図 S=1/20

※ネット，ロープ寸法は現地測量後決定する．

シンブル A-18

シンブル A-12

FC6×24 φ18 EC

FC6×24 φ12 EC

FC6×24 φ12 TC

FC6×24 φ18 TC

4 80

ロープ径

φ12

(mm)
取付個数

(mm)

φ18

φ22

ワイヤクリップ

種 類

F-12

F-18

F-20-22

取付間隔

5

5

120

130

締付けトルク(N・m)

標 準 許容範囲

24

67

82

22～33

60～89

75～115

ワイヤロープ加工図

ワイヤロープ加工記号
TT:両シンブルロック加工

TC:片シンブルロック片切り加工

EC:片アイロック片切り加工

EE:両アイロック加工

CC:両切り加工

A5 底辺ロープ

A6 上辺ロープ

A7 縦外辺ロープ

A8 山側ロープ

A9 山側下部ロープ

A10 サイドロープ

A11 サイド下部ロープ

A12 形状維持ロープ

※ワイヤロープの仕様はAZ/Oとする

FC6×24 φ22 EC

FC6×24 φ22 EE

FC6×24 φ22 EC

FC6×24 φ22 EC

※( )内寸法はJ2山腹，< >内寸法はJ3山腹箇所をそれぞれ示す．

A3 ワイヤネット

ワイヤネット

FC6×24 φ12

12500 (29000) <28000>以上

スパン長+2.0m以上

2950

7000以上

6000以上

12500 (29000) <28000>以上 7000以上

6000以上

13@462=6000

6
@
5
0
0
=
3
0
0
0
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図-7

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内13

支柱基部アンカー詳細図

単 位 数 量

個

個

　FCAD900-8 個

　アンカーボルト 　SD345 本

　ナット(球面)

　ワッシャー(球面)

　先端キャップ 　ポリエチレン

　D29用

2

4

2

　D29　L=1.0m

2　FCAD900-8 　D29用

　D29用

規　格記 号

B1-1

B1-2

B1-3

B1-4

名  称

材料表(アンカー1組当たり)

個　調整プレート 　SS400 t=4.5 1B1-5

(谷側)
(山側)

（山　側）

（谷　側）

正面図

S=1/5B1 アンカー組立図

横断図

150

2
0
0

高さ調整モルタル

B1-1 アンカーボルト
D29

S=1/3

B1-2 ナット(球面)
D29用

B1-4 先端キャップ
D29用D29用

B1-3 ワッシャー(球面)S=1/3 S=1/3 S=1/3

150

2
0
0

PL-t=4.5

B1-5 調整プレート S=1/5

300

150

3
0
0

1
0
0

6
0
0

150 150

600
ア
ン
カ
ー
長
:1000

100

削
孔
長
:900以

上

削
孔
径
:φ

65

5
3

5
8

60
46

56

3
7

3260

1000

D
2
9

45

76

25

6
0
0

150 300

600

4
0
0

2-
?3
5
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図-8

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内14

山側アンカー詳細図

A - A B - B C - C

S=1/2

S=1/2アンカー頭部詳細図

アンカー断面詳細図

名  称 単 位 数 量

個

個

本

 ワイヤアンカー 　ST1470 本

 頭部保護管

 ウレタンスペーサー

 シンブル(アンカー用) 　SS400 A16 Type1

1

1

2

　φ16×4　L=3000

規　格記 号

B2-1

B2-2

B2-3

B2-4

材料表(アンカー1組当たり)

名　称No

山側ロープA8

山側下部ロープA9

シンブル(開口型)C2

シャックル 呼び1-1/4C3c

山側アンカーB2

　SGP80A 　L=1000

　※1 スペーサーは1m間隔で配置すること

　ポリウレタン

　※2 シンブル1個につき六角ボルト(M6 L=35)を4組使用する

2

アルミクランプ

アルミクランプ

※2

※2

グラウト

σ =24N/mm
2

ck

アルミクランプ

φ
11
5

C

C

B

B

アルミクランプ

グラウト

アルミクランプ

B2 アンカー組立図 S=1/10

A

A

15

設計斜面勾配

山側アンカー確認試験荷重　148.9kN/本

※　地山とグラウトの極限摩擦抵抗τ=0.60 MN/m

※　アンカー長は基本調査試験を行い決定すること

※　グラウトはアンカー全長に注入すること

ロープ取付図 S=1/10

※1

ロープ取付図 S=1/10

450115

450115

115
115 115

削
孔
径

115

アン
カ
ー
長
：
3000

1000

450
115

削孔
長
：
3220

非
定
着長

：1000

ス
ペーサ

ー
間
隔
:1000

θ

30
°

10cm程
度

定
着
長
：2000

アン
カ
ー
長
：
3000削孔

長
：
3220

2
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　雪崩予防柵標準図-9

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　示

製図者

17枚の内15

山側アンカー詳細図

A - A B - B C - C

S=1/2

S=1/2アンカー頭部詳細図

アンカー断面詳細図

名  称 単 位 数 量

個

個

本

 ワイヤアンカー 　ST1470 本

 頭部保護管

 ウレタンスペーサー

 シンブル(アンカー用) 　SS400 A16 Type1

1

1

2

　φ16×4　L=3000

規　格記 号

B2-1

B2-2

B2-3

B2-4

材料表(アンカー1組当たり)

名　称No

山側ロープA8

山側下部ロープA9

シンブル(開口型)C2

シャックル 呼び1-1/4C3c

山側アンカーB2

　SGP80A 　L=1000

　※1 スペーサーは1m間隔で配置すること

　ポリウレタン

　※2 シンブル1個につき六角ボルト(M6 L=35)を4組使用する

2

アルミクランプ

アルミクランプ

※2

※2

グラウト

σ =24N/mm
2

ck

アルミクランプ

φ
11
5

C

C

B

B

アルミクランプ

グラウト

アルミクランプ

B2 アンカー組立図 S=1/10

A

A

15

設計斜面勾配

山側アンカー確認試験荷重　148.9kN/本

※　地山とグラウトの極限摩擦抵抗τ=0.60 MN/m

※　アンカー長は基本調査試験を行い決定すること

※　グラウトはアンカー全長に注入すること

ロープ取付図 S=1/10

※1

ロープ取付図 S=1/10

450115

450115

115
115 115

削
孔
径

115

ア
ンカ

ー
長：

3000

1000

450
115

削
孔
長：

3220

非
定
着長

：
1000

ス
ペー

サ
ー間

隔
:1000

θ

30
°

10cm程度

定着
長
：2000

ア
ンカ

ー
長：

3000削
孔
長：

3220
2



モノレール⑪

横パイプ
パイプ交点：自在クランプ使用

縦パイプ
パイプ交点：自在クランプ使用

横パイプ

縦パイプ

自在ステップ

横パイプ
パイプ交点：自在クランプ使用

縦パイプ
パイプ交点：自在クランプ使用

自在ステップ

踊　場

（手すり付）

仮設階段標準図 S=1/100

正　面　図

平　面　図

側　面　図

使用材料

名　　　称 名　　　称 数　量 単位 備　　考

10ｍ当り（階段部8.2ｍ　踊場1.8ｍ）

階

段

部

踊

場

縦パイプ

横パイプ

自在ステップ

自在クランプ

鋼製足場板

縦パイプ

横パイプ

自在クランプ

φ48.6㎜　ｔ＝2.4㎜

φ48.6㎜　ｔ＝2.4㎜

250×600㎜

幅500㎜　長1,829㎜

φ48.6㎜　ｔ＝2.4㎜

φ48.6㎜　ｔ＝2.4㎜

18.40

49.20

20.50

27.60

4.00

12.00

4.00

12.80

20.00

ｍ

ｍ

個

個

枚

ｍ

ｍ

ｍ

個

4.6列×2.0ｍ×2ヶ所＝18.4ｍ

8.2ｍ×3段×2ヶ所＝49.2ｍ

8.2ｍ/0.40＝20.50個

4.6列×3段×2ヶ所＝20.50個

2.0ｍ×1.8ｍ＝3.6ｍ2

2.0ｍ×6箇所＝12.0ｍ

（基礎）2.0ｍ×2箇所＝4.0ｍ

(手摺)(1.8ｍ+1.4ｍ)×2段×2箇所＝12.8ｍ

2本×2箇所+8本×2箇所＝20.0個

1.
8

1.
8

J2-5

J2-3

J2-4

J2-6

J2-9

J2-8

J2-7

J2-10

J1-8

J1-9

J1-11

J1-12

J1-13

J1-10

T-14
J1-5

J1-3

J1-4

J1-6

J1-7

J2-11

J2-12

J2-13J2-14

J2-15
J2-16

J2-17

J2-18

J1-0

J1-1

J1-2

J2-0

J2-2

130

120

110

90

80

70

60

100

130
120

110

100

90

80

70

60

J2-1

J1山腹縦断

J2山腹縦断

BM.1＝55.964m

BM.2＝108.392ｍ

BM.3＝133.331m

小田川併用林道

モノレール起点

モノレール② モノレール③

モノレール④

モノレール⑤

モノレール⑦

モノレール⑧

モノレール⑨

モノレール⑩

モノレール⑥

Tｰ4

Tｰ3

Tｰ6

Tｰ5

Tｰ1
Tｰ1-2

Tｰ2

Tｰ7

Tｰ11

Tｰ10

Tｰ9A

Tｰ9

Tｰ8

T-13

Tｰ16

Tｰ12
T-12

モノレール⑪

モノレール曲部

モノレール曲部

モノレール曲部

既設モルタル吹付工

アンカー

アンカー

仮設モノレール

L=250ｍ

令和 7 年度年　　度

図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　作業仕組図-1

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　　示

製図者

17枚の内16

作業仕組図 S=1/500

資材運搬

L=60ｍ

仮設階段

L=33ｍ

仮設階段

L=8ｍ

仮設階段

ネット固定用補助アンカー

エースライン10φ

L500

ＡＫブロックＳ型 

エースライン10φ

ワイヤクリップ(φ10用-@70)

控え用繊維ロープ18φ

エースライン10φ

控え用立木 端末立木(φ30cm程度以上)

端末立木(φ30cm程度以上) 中間立木(φ30cm程度以上)

ワイヤクリップ(φ10用-@70)

エースライン10φ

立木保護シート

対策区間

イージーネット取付金具イージーネット取付金具

エンドレスリング

イージーネット接続用繊維ロープ12φ

控え用繊維ロープ18φ

エンドレスリング8φ

L=8000→7@1000=7000

イージーネット取付金具

L=6000・7000・8000

6@1000=6000・7@1000=7000・8@1000=8000

ネット固定用補助アンカー
L500

1
5
0

(φ30cm程度以上)

立　木
(φ30cm程度以上)

控え用立木

(φ30cm程度以上)

エンドレスリング8φ

対策区間

L=6000・7000・8000

6@1000=6000・7@1000=7000・8@1000=8000

1
5
0

（選定表参照）
L=6.0m・7.0m・8.0m

EM 40A-H230･330

形　式
可能吸収

エネルギー
ネット規格 構成

枚数

 40kJ

使用
区分

Pe440dtex/180本-200mm
Pe440dtex/ 36本- 50mm 2枚

EM 70A-H230･330 70kJ

仮設

Pe440dtex/500本-200mm
Pe440dtex/ 36本- 50mm 2枚

EM100A-H230･330100kJ Pe440dtex/700本-200mm
Pe440dtex/ 36本- 50mm 2枚

立木保護シート

ＡＫブロックＳ型 

ＡＫブロックＳ型 

立木保護シート

立木保護シート

立木保護シート 立木保護シート

立木保護シート 立木保護シート

イージーネット H=3.3m

（選定表参照）
L=6.0m・7.0m・8.0m

イージーネット H=3.3m

（選定表参照）
L=6.0m・7.0m・8.0m

イージーネット H=3.3m

EM120A-H230･330120kJ Pe440dtex/800本-200mm
Pe440dtex/ 36本- 50mm 2枚

EM150A-H230･330150kJ
Pe440dtex/700本-200mm
Pe440dtex/ 36本- 50mm
Pe440dtex/180本-200mm
Pe440dtex/ 36本- 50mm

2枚×2

EM200A-H230･330200kJ
Pe440dtex/800本-200mm
Pe440dtex/ 36本- 50mm
Pe440dtex/800本-200mm
Pe440dtex/ 36本- 50mm

2枚×2

L=7000→6@1000=6000
L=6000→5@1000=5000

L=12ｍ　H=3.3m
仮設防護ネット

L=26ｍ　H＝3.3ｍ
仮設防護ネット

覆い式ロックネット（他所管）

簡易ケーブルクレーン設置

簡易ケーブルクレーン設置

1
.0

1.
0

0.6

0.6

8
.2

2.0

1.
8

0.
4

0.
4

0.
4

2.
0

3
3
0
0

3
1
5
0

3
3
0
0

3
1
5
0

500 500 500

断　面　図

平　面　図

正　面　図（山側より）

S=1/50仮設防護ネット工法　一般構造図

（マルチタイプ：E=100kJ［仮設］）

仮設防護ネット規格　選定表
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図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

山腹工　作業仕組図-2

青森県五所川原市金木町嘉瀬西嘉瀬山国有林6林班地内

小田川第一治山工事

縮　尺 図　　示

製図者

17枚の内17

足場工計画図

平　面　図 S=1/500

断　面　図 S=1/100

↓

↓

↓

↓

↓

支柱基部モルタル打設・ベースプレート設置

準備工(測量等)

足場材荷揚げ

足場設置(山側・谷側)

 山側足場撤去

上部材荷揚げ

＜施工フロー＞

↓

アンカー機材撤去

↓

↓

支柱基部アンカー削孔

↓

支柱建込

↓

アンカー機材荷揚げ

↓

アンカー工(山側・サイド)

↓

↓

ワイヤネット・ロープ設置

谷側足場撤去

↓

金網設置

↓

後片付け

↓

モノレール架設

（J2山腹） （J1山腹）

モノレール参考図

Tー 1
T-1-2

J2-5

J2-3

J2-4

J2-6

J2-9

J2-8

J2-7

J2-10
J1-8

J1-9

J1-11

J1-12

J1-13

J1-10

J1-5

J1-3A

J1-4

J1-6

J1-7

J2-11

J2-12

J2-13J2-14

J2-15
J2-16

J2-17

J2-18

Tー 2

Tー 4

ＢＭ.1ＫＢＭc

T 3ー

T 3ーc

ＫＢＭc1

T 1ーc1
J1-0

J1-1

J1-2

J2-0

J2-2

Tー 6

Tー 6c

T-12

J1-10

130

120

110

90

80

100

130

120

110

100

90

80

70

60

J1山腹縦断

J2山腹縦断

BM.1＝55.964

BM.2＝108.392

BM.3＝133.331

TH-18　2基 

TH-21　11基 

3000

3000

3000

3000

325空ｍ3

足場工

208空ｍ3

足場工

S=1/20

山側足場

谷側足場

山側足場

谷側足場

67
0

660

6
55

565

890 400 2080

954

☆支柱打ち込みｏｒ
支柱打ち込み・支持台併用方式（下図）

１）本機の仕様及び構造・諸元

項 目

動

力

車
動力車性能

制動装置

伝達装置

重 量(kg)

全 高(ｍｍ)

全 幅(ｍｍ)

全 長(ｍｍ)

最大積載量(kg／°)

登坂能力(°)

ベルト種類

ベルト本数

伝達方式

駆動方式

緊急停止装置

駐停車制動装置

定速制動装置

車速

(m/min)

エンジン機関

仕 様

称

後進高速

後進低速

前進高速

前進低速

式

気 筒 数

型

始動方式

最大出力

連続定格出力

デ ー

１５５

９５４

５６５

８６５

４５

５００／４５°

内部拡張式ブレーキ

突起輪用

遠心クラッチ

２ 本

ＳＢ３１

３２．４

４１．３

２８．７

３７．９

ＤＹ２７－２ＢＳ

立形空冷４サイクルディーゼル

１

６ｐｓ／１８００ｒｐｍ

５ｐｓ／１８００ｒｐｍ

セル･リコイル方式(エアグロー付)

３）レールの仕様（単軌条方式）

材
レ
｜

ル

形

寸

支 柱 間 隔

全

50×50×3.2

ＳＴＫＲ４００(ホールピッチ46.5mm)

法　 
50×50×3.2 下面補強板 4.5ｔ

長　 4.8ｍ

1.2ｍ

タ

２）台車の仕様及び構造・諸元

項目＼型式

全 長

全 幅

全 高

(ﾚｰﾙ上面ﾖﾘ)

重 量

積 載 量

ブレーキ オプション

１０５kg

５００kg

ＫＴ－３

６６０mm

２０８０mm

６７０mm

3
15

665

名

寸法・重量


